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ペシャワール会 
現地代表のアフガン報告 

 

中村 哲 医師 

２００７年１０月２３日 

現場を知らない、とりわけ現地で何が起こりつつあるか知らない議

論は生産的でない。テロ特措法の11月１日以降期限切れまでほぼ１週

間という時点で、中村医師の話を聞くことができた。１９８４年以来

ずっと、１年の大半を現地の農山村で医療・灌漑活動にたずさわって

きた中村さんの報告は、インド洋上の給油活動に賛成の人にも、反対

の人にも、分からないという人にも、まずは一読していただきたい。

その後で中村さんの長年の観察にもとづく見方と提案を、それぞれも

う一度考えてみてはどうだろうか。 
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１週間ほど前に日本に戻ってきました。テロ特

措法をめぐって国内でいろんな議論が沸騰してい

るということが、最近になってやっと分かってき

ました。私の持論ですが、一体、いま現在、何が

現地で起こりつつあるのかということの認識なし

には、やはり議論というのは成り立たないのでは

ないでしょうか。６年前にも似たようなことを話

をしたことを覚えておりますけれども、簡単に私

たちの過去の活動を紹介いたしまして、きょうは

できるだけ、これはどうなっているんですかとい

った具合に質問をしていただきたいと思います。

私は日常的に向こうにいるので、当然と思ってい

ることが、日本では通用しないということがしば

しばありますので、何なりと忌憚なくお願いいた

します。 

私たちの活動は、ペシャワール会という名前の

ように、パキスタンの北西辺境州北部にありまし

て、アフガニスタン、パキスタン、両国にまたが

って活動を続けております。現地にＰＭＳ（ペシ

ャワール会医療サービス）という組織があります。

これが厳密にいうと現地の活動母体で、福岡市に

あるペシャワール会がこの基金母体という関係で

す。アフガニスタン、パキスタン両国の医療活動

がもちろん中心でございます。 

現在、アフガニスタンは大干ばつの真っ最中。

このところずっと右肩上がりで進行中であります。

それで、私も、ジャジャラバードというアフガニ

スタン側の町に拠点を置きまして、水源確保事業

に取り組んでいます。 

これに携わる職員が約200名、日本人ボランテ

ィア・ワーカーが約20名、それから現地の臨時作

業員を入れますと、多いときで約1,000名の人々

が、この活動に従事しております。これを支える

ペシャワール会の会員が約２万名。年間３億円の

予算はすべて募金によって成り立っております。 

アフガニスタンという国は、地図上の面積は日

本の約1.7倍です。人口は約２千数百万人だとい

うふうにいわれております。この人口の約８割以

上が農民です。遊牧民を入れますと９割以上にな

ります。すなわち、農民及び遊牧民の農業国家だ

ということができます。 

日本の皆さんがしばしば映像でみますアフガニ

スタンの実情というのは、ほとんど大都市に限ら

れたものが多いと思います。しばしば多くの人々

の現実が伝え切れていない、という感じをどうし

ても抱かざるを得ないわけです。 

谷ごとの自治性と割拠性 

ヒンドゥークシ山脈というのは、東のネパール

から続きまして、世界の屋根といわれる地域の西

の端を形成している。アフガニスタンの国土のほ

ぼすべてといっていいぐらいが、このヒンドゥー

クシ山脈、及びその支脈によって占められていま

す。これがどういうふうにこの国の人々の生活に

影響を与えるかといいますと、谷が深いために、

谷ごとに国があるといっていいぐらいバラエティ

ーに富むのです。 

あの地域はシルクロード時代、民族の十字路と

呼ばれたところであります。分かっているだけで

20以上の民族がそれぞれ割拠、対立はありながら

も、全体としてアフガニスタンという一つの天下

を形成している地域だと考えてさしつかえない。 

ですから、ちょうど戦国時代の日本によく似た

状態であります。京都がどうなろうと、関東には

北条、今川があり、中部では武田、上杉がありと

いうふうな状態です。それぞれの地域が、悪くい

えば割拠性、よくいえばそれぞれの地域の自治性

を保ちながら、全体としてアフガニスタンという

国をなしておる、この事情がなかなか伝わりにく

いのです。 

雪がなければ食っていけない 

ヒンドゥークシの山の雪というのは、アフガン
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人にとって生命線であります。農民及び遊牧民が

圧倒的多数ですので、こんなことわざがあるくら

いです。「アフガニスタンでは金がなくても食って

いけるけれども、雪がなくては食っていけない」。

アフガン農村では、ほとんどが自給自足のところ

が多い。商品経済も一部に入っておりますけれど

も、これはごく一部の現象であるといっていいぐ

らいで、自分のものは自分でつくるという気風が

徹底したところです。 

あの乾燥した中央アジアに位置して、２千数百

万名の人がどうして食べていけるかというと、白

い山の雪のおかげなのです。冬に降り積もる万年

雪、それから何万年もかけてできた氷河が夏に溶

け出してきまして、川沿いに豊かな実りを約束し

てくれるということです。人も動物も植物も、何

千年も何万年も、こうやって命をつないできた、

こういった地域なのです。 

現在、最も深刻なのは、この白い山の雪が年々

消えつつあるということなのです。地球温暖化現

象と密接な関係があります。洪水はふえるけれど

も、洪水でどっと溶け出した後はカラカラになる。

近年、特に２０００年の夏以来、つねに右肩下が

りで干ばつが進行している。このままいきますと、

専門家の分析によりますと、10年、20年を待たず

してアフガニスタンの人々が生きていく空間の半

分は消滅するであろうともいわれています。これ

がアフガンの人たちにとっての本当の恐怖であり

ます。 

戦争ももちろん悲惨ですけれども、それ以上に

深刻なのが、人々が生きていくための基盤を失う

ということ、これがアフガニスタンにとって最大

の危機なのです。戦争どころではないという状態

です。 

さらに、イスラムということについて、これが

どうしても日本人にはわかりずらい。メディアを

通してしかイスラムという言葉に接する機会が少

いので、イスラムというと、伝えられるのが内戦、

自爆テロ、内乱、テロ事件と暗いニュースばっか

りであります。けれども、現地にいて私が思いま

すのは、日本のその辺を歩いているおじさん、お

ばさんとちっとも変わらない普通の人たちだとい

うことなのです。 

「イスラム」は部族集団の接着剤 

２千数百万人のアフガン人のほぼ 100％近くが

イスラム教徒です。それも、おそらく現存するイ

スラム社会の中で最も古典的で保守的なイスラム

教徒です。保守的であれば過激かというと、必ず

しもそうでもない。現地でイスラムというと、重

要なのは、単に個人的な信心というだけではなく

て、先ほどアフガニスタンの自治性、割拠性が濃

厚だといいましたけれども、このばらばらの地域、

あるいは部族集団をつないでいるのがこのイスラ

ム教なのです。首都、大都市などの点と線を離れ

ますと、ほぼ面の世界で地方の自治が行われてお

ります。警察もいらなければ精神病院もないとい

う世界なのです。どうして治まるかというと、各

地域の自治体の中心にモスクがありまして、ここ

が自治の中心となっている。いろんな地域のもめ

事などはすべて自分たちで解決する。こういう国

であるわけです。 

この状態が、議会制民主主義を立てる国と根本

的に違うわけです。いわば飾り物といえば語弊が

ありますが、対外的な表看板として議会制度など

がありますけれども、これはほとんどのアフガン

農村社会では通用しないということなのです。 

最近は都市に行きますと、貧富の差がはなはだ

しい。私たち医療関係者が胸を痛めますことは、

たとえば、日本の進んだ医療技術を向こうに持っ

ていくことは決して悪いことばかりではないと思

いますけれども、その恩恵に浴せる人々はごく一

握りであるということなのです。またごく一部の

人々は、病気になればロンドンや東京やニューヨ

ークに簡単に飛んでいって治療を受けることがで
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きる。一方で、99.99％の人は、数百円といわず数

十円の薬が買えなくて死んでいく。こういう状態

の中で、私たちとしましては、いかに少ない資金

で、いかに多くの人々に恩恵を及ぼすかというこ

とに特別な配慮をせざるを得ない。そういう社会

でもあるということです。 

私たちの活動は、１９８４年、ペシャワールで

発足いたしました。ライ・コントロール５カ年計

画。ライはハンセン病と現在では呼ばれておりま

すけれども、これに私が参加するという形で始ま

りました。 

最初は聴診器１本とピンセット数本 

当時、2,400名の患者が登録されておりました。

私の任務は、この患者に対する治療センターの充

実ということでありました。けれども、行ってび

っくりしたのは、この2,400名に対してベッド数

がわずか16床。医療器具もろくにありませんでし

た。今でも忘れられませんが、耳にはめるとけが

をする聴診器が１本。それから、ねじれたピンセ

ットが数本という状態でした。ハンセン病はただ

薬をやれば治るという病気ではなくて、目や神経

をやられますので、整形外科、形成外科、眼科、

皮膚病学、神経病学など、いろんな分野が合わさ

って「ライ病学」というのをつくっております。

特別なケアが必要な病気です。それに対してまと

もなケアができなかったということなのです。 

さすがに、この状態を見てショックを受けまし

た。医療は物や金ではないという精神論も聞きま

すけれども、私たちとしては、いや、物や金も必

要なんだということで、ペシャワール会の活動が

活発化して、現在に至っております。 

現在では、ほぼハンセン病に関する合併症治療

をこなすことができるようになりました。アフガ

ニスタン全土、それからパキスタン北部で唯一の

ハンセン病合併症の治療の場として、現在登録さ

れております。7,000 名のハンセン病患者の強力

な後ろ楯となっておるわけです。 

こういう話をすれば、私が医者で、医療活動を

やっているということが分かっていただけると思

いますが、実は、私たちの活動の大部分は、一見

医療とは無関係のところにほとんどのエネルギー

を費やしてきたわけです。 

今でも苦労することの最大のものは、いかにし

て現地の人々の気持ちを理解するかということな

のです。これは医療関係ならば当然のことであり

まして、患者が一体何を訴えたいのか、何が苦し

いのか、何が悲しいのか、どうしてほしいのか、

何がうれしいのかというのを知らないと、治療関

係というのは成り立たない。 

しかし、一口に相手の気持ちを理解するといっ

ても、これは簡単なことではありません。もう30

年近くも一緒にいる家内の気持ちでさえいまだに

よく分からないのに、言葉も違う、文化も違う、

風習も違うというところに行きまして、さあ、何

かしようといっても、そこにはやはり行き違いだ

とかが生ずるのは当然です。これにはやっぱり長

い時間と忍耐がいるのです。 

文化の相違は優劣、善悪と無縁 

ごく一例を挙げますと、女性のかぶりもの。現

地の男女隔離の習慣というのは非常に厳しいもの

がありまして、例えば女性患者が来ると、日本だ

ったら胸をはだけて聴診器を当てるということが

できますけれども、現地でそんなことはできない。

非常に不道徳な行為として見られるということが

あります。そのために、女性患者が置き去りにさ

れる。こういった状態をみて、外国人が犯しやす

い過ちといいますのは、こういった文化、風習の

違いを、単に違いであるものを、優劣だとか善悪

のカテゴリーに分けて裁いてしまうという事態が

起こってまいります。 

かぶり物につきましては、ちょうど６年前、タ
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リバンがブルカを強制しただの、していないだの

ということで大議論が、日本でもおこりました。

けれども、いまでもブルカを脱いでいる女性はほ

とんどおりません。これは実は現地の慣習であっ

たわけです。 

私たちは、こういった慣習、好き嫌いの問題が

ありましても、これを一切善悪あるいは優劣の問

題として決めつけをしないということを一つの方

針といたしました。その文化の枠内で解決できる

ことはたくさんあるわけです。例えばこういった

女性患者の場合、家族立ち会いのもとでなら診察

することができる。それから、女性の医療関係者

ならば、自由自在に診療ができる。ですから、初

めのころは女性のワーカーをたくさん送り出しま

した。女性の看護師さん、お医者さん、検査技師

などが行きまして、大活躍いたしました。 

これを人権問題にまで仕立て上げて排撃すると

いう人々に対して私たちはこういいたい。そんな

に女性患者が心配なら、あなたが連れていって面

倒をみてくれるなら、私たちもあなた方の言葉を

信用しましょう、と。現地で面倒をみざるを得な

い私たちとしては、やっぱり限られた枠内で、こ

の患者さんたちにとって最も幸せな状態は何なの

かというのを探って行動する。これが臨床医学と

いうものではないかというふうに思っております。 

犠牲者200万人に難民600万人 

私がまいりました１９８４年は、アフガン戦争

の真っただ中でありました。アフガン戦争という

のは、思い出していただきたいのですけれども、

１９７９年の12月。当時、世界最強の陸軍といわ

れたソ連軍の精鋭部隊約 10 万人が大挙してアフ

ガニスタンに侵攻するという事件でした。その後

約10年間、アフガニスタンは内戦の中に置かれま

した。このアフガン戦争で死亡した人は200万人

以上といいます。アフガニスタンの人口の約 10

分の１が、この戦争によって抹殺されたわけです。 

さらに600万人が難民となって、イランとパキ

スタンに逃れるという事態になりました。ペシャ

ワール周辺にも、約300万人の難民が流入し、私

たちも医療の立場からアフガン問題に巻き込まれ

ていったわけです。 

初めは、細々と難民キャンプで診療行為を続け

ておりましたが、ここで私たちは、ハンセン病コ

ントロール自体が、実は先進国側の着想であって、

現地には向かないということを悟りました。 

ハンセン病が多いところは同時にほかの伝染病、

感染症も多い。腸チフス、結核、マラリア、デン

グ熱、アメーバ赤痢などの伝染病の巣窟であるこ

とが多いと同時に、こういったハンセン病の多発

地帯は、ほとんどアフガニスタンの山奥の貧しい

村々に集中しているということを知りました。片

やマラリアで死にかけていっているのに、あなた

はハンセン病でないから診ないというわけにはい

かないのです。 

それで、現地に即したやり方としては、内戦が

下火になったころからは、山奥に診療所を出しま

した。一般の病気も一緒に診ながら、ハンセン病

というのをことさら特別扱いせずに、感染症の一

つとしてさりげなく診るという方針を打ち出した。

アフガニスタンの無医地区における診療モデルを

つくるということを、もう一つの大きな目標とす

るようにしました。 

当時は内戦の最中でしたので、少しずつ診療所

開設予定地の人々とつきあいを深めていきました。 

アフガニスタンとパキスタンの国境2,400㎞は

絶対に閉鎖できないのです。無数の間道がありま

す。人々は自由自在に出入りします。実はこれは、

人工的に引かれた国境であったのです。私たちが

地元の人々と行けば、現地は客人をもてなすとい

う気風が非常に強いところであります。その客人

が悪い人であろうと、いい人であろうと、一たん

保護すると決めたら、これはてこでも動かない。
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こういった気風のところですから、地元のこうい

った慣習に逆に守られながら、自由に行き来して

おったわけであります。 

アフガニスタンでは最も高いところに住んでい

る民族の居住地の一つにも、私たちは診療所をつ

くりました。日本人には考えずらい険阻な山岳地

帯に集落があるのです。いまでもほとんどそこは

変わっていない。首都カーブルというのは、彼ら

にとって非常に遠い存在です。外国のように遠い

といってもいい過ぎではない。しかし、こういっ

たところもアフガニスタンであります。ペシャワ

ールから歩いたり、時々ジープに乗ったりして、

１週間以上かかりました。しかし、これがアフガ

ニスタンの普通の山村部の姿なのです。 

日本といえばヒロシマ、ナガサキ 

ここに行ったときに、私はフランス人と間違え

られた。村長さんが出てきて、「あなたはフランス

人ですか？」という。私はびっくりした。チャイ

ニーズかジャパニーズかと聞かれることはよくあ

りますけれども、フランス人というのは初めてだ

った。 

後でこういうことだったと分かりました。実は

この村に入った外国人は私が最初で、どうもアフ

ガン人じゃないみたいだから、たまたまフランス

という国を知っていたので、そう村長さんは聞い

たというのです。「いや、日本人です」というと、

手のひらを返すように親切にしてくれました。単

に日本人であるがために命拾いをする。単に日本

人であるがために、仕事によく協力してくれる。

こういうことが十数年前のアフガニスタンではご

く普通にみられた。 

日本というと、まず彼らが思い起こすのは、広

島、長崎。これは単に原子爆弾でやられてかわい

そうに、ということだけではなくて、その後、日

本は見事に経済的に復興して、あの廃墟から立ち

直った。彼らはよく知っているのです。羽ぶりの

いい国というのは必ず戦争をする。しかし、日本

だけはこの50年間、一度も兵を外国に出したこと

がない。平和な国・日本という美しい誤解？ こ

れによって対日感情のよさは支えられておったわ

けであります。それが６年前のアフガン空爆あた

りから、180 度変わりつつあるということは、皆

さんにお伝えする価値があるのではないかと思い

ます。 

単に日本人であるがために、攻撃の対象になる。

単に日本人であるがために誘拐の対象になるとい

うことが、少しずつ普通になりつつある。これは

深刻な事態として受けとめていいのではないか。 

ソ連軍撤収、難民の自力帰還 

話を戻します。おそらくあそこはソ連領になっ

てしまうだろう、衛星国になってしまうだろうと

皆が信じてたら、ソ連は10年を待たずして疲れ果

てました。撤退を開始したのが１９８８年の５月

のことです。１９８９年の２月に全兵力が撤退い

たします。その後、数年を待たずしてソ連そのも

のが崩壊するという事態に立ち至ります。 

そのころも、アフガニスタンは世界的な話題に

なりました。アフガン難民が帰る、ソ連軍も帰る、

アフガン復興が始まるということで世界中から救

援団体が押し寄せました。内戦はますます激しく

なる。ソ連、アメリカ、両方から武器援助合戦が

続きました。１９９２年の４月、共産政権が倒れ

るまで続きます。 

９２年４月になって、地方に散っておった米国

から軍事援助を受けていた各地方の軍閥が、我も

我もと京の都カーブルに攻めのぼる。戦場が農村

から都市に移る。都市の人は気の毒でしたけれど

も、農村はやや平和になり、都市では市街戦が日

常化いたします。 

こうして、パキスタンにおりました270万人の

難民のうち200万人が、彼らはほとんど農村地帯
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に住んでいる人たちでありましたけれども、こう

いう人たちがだれの力もかりずにアフガンへ帰る

という事態が起こります。このことはほとんど世

界に知られることがありませんでした。私たちは

これを待っておったように、次々と診療所を建て

ていきました。帰ってくる難民たちを待ち受ける

ようにして診療活動を開始したわけです。 

そうこうするうちに15年がたちまして、どうも

先が長いということを悟りました。ハンセン病問

題というのは、これはアフガン問題も同じですけ

れども、みんなの関心があるうちは人も物も金も

集まりますけれども、話題が去ってしまうと、う

そのように消えてしまいます。 

ハンセン病問題というのは長い長い年月を要す

るわけです。私たちの基本的な活動方針の原則の

一つは、みんなが我も我もと行くときは、我々は

行く必要がない。そこに必要性がありながら、だ

れもやらない分野、やらない場所で活動するとい

うのが一つの方針であります。ハンセン病につき

ましても、患者はふえる一方なのに、次々と外国

団体が去っていくという中で、我々ぐらいはここ

に何十年も残ってやろうということで、15年を期

しまして病院を建てた。病院を建てたというだけ

でなくて、現地に土着化するという方針をとった。

現在、まさしくこの病院が移転を余儀なくされて

おりますけれども、私たちの基本的な考え方は変

わりません。 

私たちは、戦争と戦争の合間でサバイバルして

活動を拡大してきたわけであります。ですから、

この現在の混乱状態も、そう何十年も続くわけじ

ゃない、やがてまた復活するであろうということ

で、現在、ジャジャラバードというところに移転

を進めております。 

こんどは大干ばつに見舞われる 

さあ、今からというときに、本当に気の毒な国

で、アフガニスタンを世紀の大干ばつが襲ったの

です。ものすごいものでありました。２０００年

５月になってＷＨＯ（世界保健機関）が警告した

数字は、鬼気迫るものがありました。現在進行中

のユーラシア大陸の大干ばつは、おそらく人類が

体験したことのない規模で進行中である。その被

災者は約6000万人。その中でも最も激烈な被害を

受けているのがアフガニスタンで、国民の半分以

上に相当する 1,200 万人が被災し、500 万人がま

ともに食えない状態だというのです。さらに 100

万人が餓死線上にある。もうすぐ死ぬということ

です。そういう警告だったのです。けれども、こ

れは国際社会の反応をほとんど得ることができま

せんでした。 

私たちの診療所の周りでも、本当に村が消えて

いくのです。昨年まで緑豊かな水田であったとこ

ろが、１年を待たずして、カラカラの乾燥地帯に

なっていく。村人がいなくなる。ゴーストビレッ

ジといいますか、廃村がアフガニスタン中で広が

っていったわけです。 

餓死の末期というのは、決しておなかがペコペ

コになってばったり倒れて死んでしまうわけでは

ない。たいてい栄養失調状態に陥りまして抵抗力

が落ちる。そして簡単に赤痢だとか下痢症にかか

りまして、コロリと死んでしまう。犠牲者はほと

んど子どもでした。 

当時、診療所はこういった下痢症の子どもであ

ふれていました。時にはお母さんたちが何日も歩

いて診療所へやってくる。生きてたどり着くのは

いいほうでありまして、外来で並んで待っている

間に、自分の子どもがお母さんの胸の中で冷えて

死んでいくという光景はほぼ日常的にみられたわ

けです。それを考えますと、餓死者100万人とい

うＷＨＯの数字は、決して誇張ではなかったと私

はいまでも思っております。 

子どもたちは汚い水をつい飲んでしまうのです。

台所の生活排水なんかも飲んでしまう。そのため

に下痢症にかかりやすい。下痢にかかって体力が
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落ち、免疫力が低下したところで、脱水症でコロ

リと死んでしまうということなのです。 

飢えや渇きは薬では治せない 

私たちは残った村人たちを集めました。医者が

こんなことをいってはいけませんけれども、飢え

や渇きというのは、これは薬では治せない。いく

ら膨大な抗生物質を買い込みましても、きりがな

いのです。やっぱり食べ物と清潔な水さえあれば、

病気のほとんどはかからないものでありました。

私たちとしましては、まずは清潔な飲料水の確保

だということで、残った村人たちを集めまして、

かれた井戸を再生する。清潔な飲料水源の獲得と

いう活動を開始したのが、２０００年の７月のこ

とでありました。これが現在も地道に続けられて

おります。ことし４月現在で1,500カ所を突破い

たしました。これによって数十カ村、30数万人の

人々が、ともかく自分の村を離れずにすむことが

できた。そういう大きな仕事になったわけです。 

農耕をしなければ彼らは食えないわけでありま

して、私たちとしては農業用水の獲得ということ

にも大きな力を注ぐようになりました。 

山岳地帯に行きますと、伝統的にみられるかん

がい方法はカレーズと呼ばれるものです。これは

簡単にいいますと、横井戸であります。山の斜面

を真横に掘りまして、ちょうど坑道のように掘っ

て、その水を引き出してかんがいをする。イラン

ではカナートと呼ばれるものです。けれども、診

療所周辺の渓谷に約 40 カ所のカレーズがあった

のですが――名前はカレーズですけれども、これ

はかれるのです。私たちは、このカレーズの再生

を行いました。40 カ所のうち 38 カ所の再生に成

功いたしました。 

その成果というのは、それを手がけた私たちが

驚くようなものでありました。２０００年７月の

診療所付近の状態は、１木１草もなく、木も立ち

枯れているという状態でした。こういうところに

早目に水を注いでやると、半年もたたないうちに、

見事にこれが回復する。この７カ月後、翌年の２

００１年２月には緑の草地になったのです。 

水さえあれば、水が出たといううわさを聞いて、

村人たちは帰ってくる。そして、自分たちの生活

を始める。これが私たちが初めて知った事実であ

りました。難民帰還計画というのも必要かもしれ

ませんけれども、農村の干ばつの場合は、そこで

人々が生きていける条件を整えてやれば、郷土に

強い愛着を持つ彼らは、自然に帰ってきて自分た

ちの生活を始めるんだ、ということを知りました。 

これによって帰ってきたのが約800家族、9,000

人でした。診療所もこれでまさに命を取り戻した

わけです。 

「救援」でなく「制裁」がやってきた 

私たちは初め、こんな悲惨な状況が世界的な話

題にならないはずがないと思っていました。それ

までは細々とではありますけれども、力を尽くし

て待っていようということでありました。が、や

ってきたのは国際救援ではなくて、国連制裁だっ

たのです。２００１年の１月になりまして、国連

はアフガン制裁を発動いたします。当時の日本人

として、これに関係しておったのは大島さんでし

た。大島さんは当時のタリバン政権とも交渉を続

け、それなりの見識のあった人であります。が、

国連制裁による影響は少ないという大島さんの期

待を裏切りまして、これは非常に大きな影響があ

ったわけです。 

どういうことかといいますと、前年の２０００

年の 10 月にペルシャ湾岸で停泊中のアメリカの

駆逐艦が自爆攻撃に遭う。アルカイダというテロ

集団によってやられる。それをかくまっていたの

が当時のタリバン政権でしたので、それに対する

制裁として発動された。 

実際にはタリバン政権というのは、国際テロ組
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織とは資金面ではつながりがあっても、本質的に

かつての国際共産主義運動のような国際性という

のは非常に少ない団体です。どちらかというと国

粋主義的な団体です。アフガン国粋主義といって

いい。接点は単にイスラム教ときいうだけのこと

でありましたが、国連制裁というのは決定的な意

味を持ちました。 

先にアフガニスタンというのは地方自治が非常

に徹底している国だということをいいましたけれ

ども、一般の民衆にしてみますれば、中央がしで

かした不始末のために何で我々が食べ物まで断た

れなければいけないんだ、という思いです。それ

で、外国人排斥のムードは一挙にアフガニスタン

中に広がった。 

実際にはタリバンのグループといいましても、

私たちとほぼ似たような考えをする普通の支持者

から、極端な狂信的な人までいろいろあります。

けれども、タリバン政権の中で国連制裁をきっか

けといたしまして、過激な主張が主流になってく

るわけです。そのために、バーミヤンの仏像破壊

も起きた。仏像を破壊して、自分たちの信仰の純

粋さを示そうという狂信的な考え方だったのです。 

さらに９月11日になりますと、もう一つの狂信

的なグループによるニューヨーク・テロ事件が発

生します。すると、もう翌日からアメリカの敬虔

なキリスト教徒であるブッシュ大統領はアフガン

報復爆撃などということを発言するということに

なります。１０月にアフガン空爆が実際に開始さ

れます。 

余談になりますが私は、実はキリスト教徒で、

ブッシュ大統領と同じ南部バプテスト教会のクリ

スチャンです。ブッシュ大統領が報復爆撃などと

いうことをいうのは、私には、信じられなかった。

聖書には報復するなということは書いてあります

けれども、罪のない人まで巻き添えにして行うよ

うな爆撃を奨励するような言葉はどこにも出てこ

ない。しかも、十字軍なんていう物騒なことは一

言も聖書に出てこないわけです。私はキリスト教

の普通の一人として非常に恥ずかしい思いをいた

しました。 

1,800㌧の小麦粉と食用油20万㍑を 

それはともかく、私は、いまアフガニスタンに

必要なのは爆弾ではなく、緊急なのはパンと水の

問題であるということを訴えました。２００１年

の10月から緊急食料配給を開始いたしました。日

本の人々に呼びかけまして、約７億円の募金が寄

せられました。このうち約１億円を使って、1,800

トンの小麦粉と食用油 20 万リットルを餓死寸前

の人々に届けました。 

あの当時、日本中、あるいはアメリカ中がおか

しかった。テロ対策というと、何でもかんでも容

認されるようなムードが支配しておったと思いま

す。私が爆弾どころじゃないんだ、現地は飢えて

死にかけている人であふれているんだということ

をいうだけで、中村はタリバンのスポークスマン

だと、口の悪い人はいった。ブルカをかぶるのが

よくないことだというのに対して、いや、あれは

現地の文化ですからというと、タリバンをかばう

のか、タリバンのシンパだといわれました。 

こういった風潮が、自主的にあるいは強制的に

言論を封殺する一つのムードが当時支配しておっ

たという気がしてならない。そういうふうに決め

つけられるものですから、みんな口を閉ざしてし

まう。政治的にこういう発言をしてはまずいとい

うことで、本音がいえないというムードが支配し

ておったのを覚えております。 

ともかく空爆下、20名の志願者、私たちの職員

が志願しまして、配給が行われました。当時、日

本で軍事評論家と称する人々が、ピンポイント攻

撃というのは、人道的な攻撃であって、テロリス

トだけをやっつけて一般市民は殺傷しないんだ、

というようなことをまともな議論として取りあげ

ていた。そのことに私は憤りに似たものを感じた
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わけであります。日本中がテレビにかじりついて、

まるでテレビゲームでもみるかのように、爆弾が

落ちる場所をみている。あのピカッと光る瞬間に、

あれは上からみた落とす側の映像でありまして、

その下におる人はたまったものじゃない。ピカッ

と光るたびに何十人、何百人の人が死んでいると

いう、想像力に欠けておったのではないかと、私

は正直いって思うわけであります。 

ともかく、その中で20名の職員を送り出すとい

うことは、一発の爆弾で20名が全員死亡するとい

うことも十分考えられるわけです。私は志願者を

３つの部隊に分けました。たとえ１部隊が全滅し

ましても、ほかの２つの部隊は任務を敢行するよ

うにという厳命を出しました。一時危ない時期も

ありましたけれども、無事餓死寸前の人々に食べ

物を届けることができたというのは、うそのよう

な本当の話でございます。 

これによって、ご理解いただけますように、現

地の活動というのは、決して私一人が頑張ってや

っているというのではなくて、こうして同胞のた

めには命もいとわない勇敢なアフガン人、それか

ら、これを支える約２万名の良心的な日本人たち、

こういった気持ちが一つになって、私たちの事業

が動いているということであります。 

「解放・映像」の後のアフガン 

その後、アフガン解放という映像が繰り返し流

されてくる。ここで、世界中がものの見事にこの

映像によってだまされた。11月になって、タリバ

ン政府及びその主力がカーブルからすうっと撤退

――確かに撤退でしょうけれども、本当に一夜に

して消えるという計画的な行動がありました。そ

の数日後、米軍の支援になる北部同盟がカーブル

に進駐する。米軍が入ってくる。 

そのころ流された映像は、悪の権化タリバンが

倒され、絶対の自由、不朽の自由と正義を持つア

メリカ及びその同盟軍を歓呼の声で迎えるカーブ

ル市民たち、ブルカを脱ぐ女性たち。こういう映

像が繰り返し流された。その後いろいろあったけ

れども、戦争は悪いことだけれども、これで落ち

ついたのかなあ、という錯覚を残したまま、アフ

ガニスタンは国際社会から忘れ去られていった。

これが真相ではないかと私は思います。 

この６年間に何が起きたか。農村では現在、ケ

シの花が普通に植えられるようになりました。こ

の６年間でアフガニスタンは、世界の非合法麻薬

の 93％をわずか一国で供給する不名誉な地位に

転落してしまった。いろんなものが確かに解放さ

れ、自由になりましたけれども、まず自由になっ

たのはケシ栽培の自由。それまで絶滅に瀕してお

ったケシ栽培は、タリバン政権の崩壊とともに爆

発的に自由になりまして、ケシ栽培の自由が解放

されたといっても過言ではない。 

さらに、都市では女性を解放するはずでありま

したが、女性が売春をする自由。それから、空爆

で夫を失った奥さんたちが街頭で乞食をする自由。

飢えた農民たちが餓死する自由。それから英語が

流暢で、外国人に取り入るのが上手な、おべっか

上手のアフガン人たちがますます豊かになってい

く自由。これらが解放されたといっても、私はい

い過ぎだとは思いません。おそらく、99％のアフ

ガン人たちはそう思っているでしょう。ただ、そ

れをいうと、自分の命が危ない。タリバンという

烙印を押されて抹殺される、という恐怖で黙って

いるだけであります。 

私たちはいままで方針を変えたことはないし、

これからも変えないつもりです。これまで行って

きた活動を地道に続けているわけであります。新

たに加わったものといえば、ともかく食料自給率

の増加。これをしないことには、アフガニスタン

という国は消滅してしまうというのが、私たちの

危機感であります。もちろん教育支援が悪いとい

っているわけではない。教育も必要だし、道路も

必要だし、放送も必要ですけれども、それ以前に
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人々が生きていかなくてはいけないということで

あります。乾燥に強いものの作付及び普及という

のを目的といたしまして、６年前に試験農場を開

きました。少しずつその成果があらわれつつあり

ます。 

サツマイモとソバが有望です 

サツマイモとソバが有望であります。これは乾

燥に強く、カロリーも高いということで有望です。

サツマイモが案外うけました。こっちがいいと思

っても、相手が本当に受け入れるものでなければ、

自然に広がっていかない。いろいろやってみまし

たけれども、お礼はいわれるけれども広がらない

というのが実態でした。が、３年前から種芋が盗

まれるようになってくる。これはしめたものであ

りまして、２年前に私は一計を案じまして、サツ

マイモというのは、つるからもふやせるので、つ

るを盗んじゃいかんという立て札を立てました。

翌日からつるが盗まれるようになるということで、

すごい勢いで広がっていっております。これもや

っと６年かかって築き上げたひとつの成果であり

ます。 

ソバの栽培をしても、日本人みたいにそれをツ

ルツル食べる民族ではないのです。ソバ粉を小麦

粉と混ぜまして、一緒に練って焼くようにした。

これで香ばしいナンが焼ける。主食が焼けるとい

うことで、これも少しずつ広がりをみせつつあり

ます。 

この干ばつはおそらくおさまらないだろうとい

うのが、私たちの見方であります。地球温暖化が

続く限り、このヒンドゥークシの白い山の雪が解

け続けるであろうというのが予測であります。し

かも、恐ろしいことに、地下水さえもかれつつあ

るというのが現実です。先ほど1,500本の飲料水

を確保したといいましたけれども、その1,500本

の井戸のほとんどは、２回、３回と再掘削してい

ます。水が下がり、再掘削して、水が下がりとい

うことでやっと確保されている1,500本なのです。 

カレーズを含めた地下水の有効利用というのは、

おそらく今後は成立しないだろうと思わざるを得

ません。残るは、雨水を主とする地表水の有効利

用しかない。となれば、中小河川については、雨

水ができるだけ急激に流れ落ちないように無数の

ため池をつくって対処し、インダス川主流の大河

川からは大きな用水路を引いて、乾燥地帯を潤す。

この２本立てでしかアフガニスタンの人々が生き

ていく空間を確保することはできないということ

です。それで第１弾として、２００３年の３月19

日、ちょうどイラク攻撃の前日だったのでよく覚

えておりますけれども、全長20キロ、第１期工事

分13キロに着手した。４年前のことでありました。 

以後、現在まで、私は医者の仕事もしましたけ

れども、ほぼ現地に張りついてこの仕事を続けて

きました。こうやって一挙に4,000ha以上を潤そ

うというわけです。こういった地域が次々と広が

っているわけです。 

かつては豊かな牧草地帯で、一部には水田もみ

られた地域が、この十数年をかけて、少しずつ乾

燥化して砂漠化していった。こういうところがア

フガニスタン中でみられるわけです。 

そういう仕事を始めましたけれども、山の中で

すから、日本のようにゼネコンを中心とした大手

の建設会社があるわけではない。初めのころは、

水が来るらしいといううわさで戻ってきた難民た

ちのつるはしとシャベルが主力でありました。だ

から地域住民と一体になってつくった水路である

ということができると思います。 

大活躍の江戸の農業土木技術 

水路をつくりましても、何でもそうですけれど

も、外国人はやがて出ていく。外国人が出ていき

ましても、自分たちでメンテナンスできるもので

ないと、これはむだとはいいませんけれども、非
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常に難しいわけであります。自分たちでもメンテ

ナンスできる技術といたしまして、日本の技術を

大幅に取り入れました。日本の技術と申しまして

も、大体日本の中世末期、武田信玄のころから江

戸中期に完成した日本の農業土木技術、これが現

地で大活躍したわけでございます。 

蛇かごと呼ばれるかごをつくりました。正確に

はふとんかごといいますけれども、長さ２ｍ、高

さ１ｍのかごの中に石を詰めまして、主に護岸に

使用するのです。600 トンのワイヤーを使って、

この４年間で１万5,000個の蛇かごが生産しまし

た。現地の農民が技術を習得しまして、現在では、

熟練工といえるほどになりました。 

日本の農業土木技術はすごいと思ったのは、こ

れはどんな土石流が入ってきてもびくともしない。

針金が何十年か後にはさびて落ちましょうけれど

も、柳枝工といいますが、柳の木を13キロの間に

約13万5,000本植えました。３年もたつと６ｍ以

上に成長し、根をびっしり張るのです。たとえ一

部針金が破れましても、根がこの石を抱き抱える

ようになる。無数の細かい根が生えてくるので、

針金が崩れてもこの石垣は残る。これは江戸時代、

戦国時代の人々の偉大な知恵です。 

明治維新以後、日本は西洋の文物を取り入れて、

これだけ優秀な国になったというふうに教えられ

ましたけれども、日本人は明治維新以前にも非常

に優秀な民族であった。私は右翼ではありません

けれども、昔の日本人の考え方というものは、こ

れは捨てがたいものであるということを改めて知

りました。 

米軍ヘリの機銃掃射受ける 

この４年間、手術場にも行きましたけれども、

主には外で大地を相手に手術をしておりました。

土木作業員として先頭に立って働いてきました。

時々、襲撃にも遭いましたけれども、襲撃したの

は地元住民ではない。米軍のヘリコプターが私た

ちを、遊び半分なのか、あるいは敵と認識してな

のか、機銃掃射していく、ということにも遭いま

した。地元住民からはただの一度も襲撃されたこ

とはありません。それは地元住民と一体となって

仕事をしているからであります。地元住民といっ

たって、タリバン支持者もいれば、反タリバンの

人もいるし、軍閥の部下もいるという中で、農民

同士はお互いの立場を知っていても、それで争う

ということはほぼないのです。私たちは住民と一

体になって仕事を進めているので、私たちを守っ

てくれるのは住民なのです。皆さんの中にも次の

ように勘違いしておられる方もあるいはおられる

かもしれません。あそこにタリバンという悪いテ

ロリストグループがいて、アフガン復興の妨げを

するので、軍隊を出して復興を守っているのだ、

と。そんなに、実は住民もタリバンも分かりやす

いわけではないのです。 

こう考える人々は、カーブルの大都市のオフィ

スにしかいない人々であります。現場をほとんど

みたことがない。実態は、テロリストがいるから

復興が妨げになるということではなくて、外国軍

がテロリスト掃討に行くから、そこが戦地になっ

て、ますますややこしくなっているというのが実

態です。このこともぜひお伝えしたいと思います。 

ただの一度もテロリストと称する人々から攻撃

を受けたことはありません。外国軍から攻撃を受

けたことは何回もあります。しかも重要な活動拠

点であった診療所が、それまで何にも問題がなか

ったのに、米軍が進駐したためにそこが戦場にな

って、活動をやって行けない状態になった。奥地

の２つの診療所を放棄せざるを得ないような状態

になってしまった。これが実態です。 

私たちは、抽象的なことはよく分かりません。

憲法がどうだとか、国際法がどうだとか、国際社

会がどうだとかは、よく分かりません。けれども、

実態は、アフガン人は、自分のためになることで

あれば喜んで協力し、攻撃することはないという
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ことです。隣で軍用道路をつくっておいたトルコ

の会社、それからインドの会社はしばしば誘拐を

受けました。私が覚えているだけで６件ありまし

たが、すべて死体となって発見されました。 

ものものしい護衛をつけておりましたが、その

護衛が現地農民の一部であるということもあった

りして、だれが敵やら味方かわからないというの

が、アフガン農村の実相であります。 

私たちは、こういうふうにして地元の人々と仕

事を進めております。時々、物騒なこともありま

す。ある日、この機銃掃射を受けたときに、さす

がに地元の人々が怒りまして、今度米軍のジープ

が来たら、インダス川の中に彼らの装甲車をたた

き込むというのです。そういうときには、みんな

をなだめなくてはいけない。「私はとめないけれど

も、そうしてもいいから、ともかく大事な水路が

できてからそれをやってくれ」といいますと、そ

れまでいきり立っていた人たちが思い直してくれ

るのです。「そういえば、うちは子どもが多いし、

早く水を通して、みんなを食わせなくちゃ。母ち

ゃんも、いつ水が来るの、頑張れよといっておっ

た」ということなのです。それで振り上げたこぶ

しは、下におりるのです。 

アフガンの農村といったって、武士と百姓が未

分化な社会であります。農村の農民、成人男子が

すべて兵員だということさえできるのです。こう

いった社会の中で、私たちが、あした日当を倍出

すから武器を持って集まれというと、1,000 名ぐ

らいの部隊はつくれるのです。しかし、あえて武

力によらずに、平和的な手段で平和を実現すると

いうことが可能だということを、私たちは実証し

ようとしているわけであります。 

現地は渇水と洪水のダブルパンチ 

一つの背景になっているのは、日本農業土木の

技術の勝利です。現地は渇水と洪水のダブルパン

チなのです。取水堰で活躍したのが日本の農業土

木技術の優秀さです。筑後川に、かつては全国に

ありました斜め堰と呼ばれるものがありますが、

この優秀さというのは驚くべきものです。大洪水

が来ても、非常な渇水状態になっても、ほぼ一定

の水量が得られるという見事なものであります。

これが現地で大活躍し、そういうことによって私

たちの安全も守られているのです。 

ため池も実験的にあちこちにつくりました。み

んな、そんなことすると土手が破れて大水になる

ということで、つくりたがらなかったですが、で

きるということを実証いたしました。これも今後

ふやそうとしています。 

九州の熊本と八代にあります十連樋門をコピー

したものもつくりました。水道橋です。２年前か

らかんがいが開始されまして、第１期工事がこと

しの４月に終わりました。第２期工事でさらにそ

れを延ばしますが、10月現在で約2,000haの荒れ

た農地を潤すほどの豊かな水源地帯になりました。 

かつて、砂漠であったところなのです。こうや

って緑が次々と現地によみがえってくる。難工事

もありましたけれども、現地の人々の努力、それ

から日本人の我々のご先祖様の知恵を借りまして、

仕事は進んでおります。 

みんな喜びました。緑がよみがえったために数

万人の人々が帰ってくる。もし、4,000ha、5,000ha

のかんがいが可能になりますと、10 万人以上の

人々を養える空間ができるということであります。 

護岸技術も、これは江戸時代のものを採用しま

した。石出し水制というものです。インダス川の

激流は並みの川の水勢ではない。日本の一級河川

の数十倍は流勢が強い。日本のこの土木河川技術

というのは、ほんとに目を見張るものがあります、

見事に水路決壊を防ぎました。 

水と緑の回復が平和を 

こうやって、かつて立ちすくんで呆然と眺めて
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おった荒野に、緑がもどる。私たちは、この水と

緑の回復こそがほんとに平和をもたらす力になる

と信じて、工事を続けています。 

暗い話ばかりしましたけれども、アフガンの人

たちがみんな暗い顔をしているかというと、そう

ではない。日本人のボランティア・ワーカーのほ

うが暗い顔をしている。これはなぜだろうかと私

は思っていましたけれども、なくするものがない

人たちの楽天的な気持ちというのが確かにある。

あの子たちはあす、病気で死ぬかもしれませんけ

れども、死ぬまで明るいですね。 

私たちは、この２３年間を振り返りまして、も

ちろん、困ったところを助けてあげなきゃという

思いあがった気持ちがなかったわけではありませ

んけれども、いま考えてつくづく思うのはこうい

うことです。この仕事に従事してよかったなあ、

と。どういうことかといいますと、どんな極限状

態にありましても、人間が最後の最後まで失って

いけないものは何なのか。逆に失っていいものは

何なのかということについて、一つの大きなヒン

トをそこから得たような気がするからなのです。 

「情けは人のためならず」といいますけれども、

こうして私たちは地元の人々と一体になりまして、

本当に人間にとって共通に必要なもの、そして、

これだけは人間として守らなくてはいけないルー

ル、これをともに探るということで、今後も日本

人の良心的な事業として継続していきたいと思っ

ております。ご清聴ありがとうございました。 

＜質疑応答＞ 

中井良則企画委員（司会 毎日新聞論説委員） 

どうもありがとうございました。皮切りに、ちょ

っと私から質問します。多分ここにいる人みんな、

このことを聞きたいと思うので、うかがいますけ

れども、日本政府がやろうとしているインド洋上

での給油の継続、対テロ新法というものがいまあ

りますが、これについてのお考えをお聞かせくだ

さい。 

中村 私は実は法律のことはよく知りません

けれども、あのとき我々を機銃掃射した米軍の油

がインド洋から来ているということであれば、こ

れは、ああいう空爆による殺戮行為が殺人罪とし

ますれば、民法に置きかえて考えると、殺人幇助

罪に相当するのではないでしょうか。これは殺人

罪と同等の重い罪であると私は思います。これが

私のように撃たれた側の考え方、感じ方でござい

ます。 

伊波新之助（朝日出身） ＮＨＫのテレビで中

村さんが、一生懸命石を運んで、水路を現地の人

とつくっているのを見て、とても感動いたしまし

た。きょうもその成果を直接うかがいまして、感

激いたしております。日本人の誇りだと思います。 

ところで、現地の、いままでの日本政府の支援

は、ハイテクのような技術を持っていって、それ

から、大きい土木工事なんかの技術者も現地の人

じゃなくて、外国の人をみんな連れていって、大

型機械を動かすのはみんなアフガンの人じゃなく

て別の国の人だ、ということを地元の政府の人も

いっております。道路なんかも立派なのをバーン

とつくるんですけれども、後々、現地の人がどう

も修復できないようなものの援助が多いと思うの

です。やはり最初は、現地の人を雇って、のろの

ろでもいいから、そして、そこに給料を渡したり

して、そういうふうにやっていくほうが、民生の

うえからも、技術の援助からもいいんじゃないか

なというふうに思いますけれども、いかがでしょ

うか。 

中村 そのとおりなんですね。それに請負制度

というのがありますけれども、請負にまかせます

と、貧しい人々にお金が落ちない仕組みになって

いる。 

何か仕事をするというのはいいのですけれども、

まず地元の人がメンテナンスできるような施設に
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するということが大事です。学校の建築一つにい

たしましても、現地で一般的なのは、青空学級に

近いものなんです。だから、建物そのものよりも

学校制度が続くソフトといいますか、中身が続く

ようにすることです。 

現在行われておる援助の実態というのは、これ

は国連、国際的に有名なＮＧＯも含めまして、お

金を主に動かす仕事が多い。実際に足で、現場で

みて、自分たちで指揮するという活動は少ないの

です。たとえ書類上ではよくても、実態をみると、

とても地元の人たちが修復できないものだったり、

あるいはそんなにお金はかからないはずだ、とい

う事例がしばしばあります。 

いい過ぎかもしれませんけれども、外国人に取

り入って仕事をもらう人たちがますます金持ちに

なっていく、という構図が普通にみられる。私た

ちの作業員も１日の日当は240円でありますけれ

ども、これでも数日間は家族が食っていけるぐら

いの額なんですね。こうして、なるべくお金がみ

んなに落ちるように、みんなというのは普通の

人々に落ちるような配慮をするというのは、もう

少しあってよかったんじゃないかと私は思います。 

金子敦郎（共同出身） 先ほど、中村さんは、

ヘリコプターに襲われた、と。そのヘリコプター

のガソリンが、あるいはインド洋からの給油によ

ったんではないかというようなことをいわれたん

ですが、地図をみましても、アフガニスタンは非

常に危険な状態になっているといわれるパキスタ

ンの国境を接する、大変な内陸国なんですよね。

内陸国のアフガニスタンあるいは国境地帯のテロ

活動を阻止するための、インド洋での給油活動と

いうものが、一体どういうようにつながっている

のかというようなことを、現地で活動していて感

じているのか。日本のこの給油活動が、プラスか

マイナスか分かりませんが、どういう形で貢献し

ているのか。あるいはつながっているというよう

なことを実感されているのか。 

中村 実感することはほとんどありません。あ

まりに離れているわけです。カルザイ大統領も、

このテロ特措法が日本で話題になっているという

ことを聞いて、初めて、「あ、そうだったのか」と。

インド洋上で給油があったのかというのを知った

ぐらいですから、直接、それが目にみえることは

ありません。 

ただ、国境地帯における空爆というのは、もの

すごいものがあります。たまたまこの間、ブット

元大統領が戻ってきたときに、百数十名が死ぬと

いうことがありましたが、あれぐらいの規模の死

亡者は、空爆によって日常的にいまパキスタンの

自治区で生じております。 

地上軍を繰り出すと、地上軍が攻撃を受けて、

国内で反戦運動が盛んになるので、空から攻撃す

るということが一般化しております。だから、わ

ずか少数の武装勢力に対しても、大げさにヘリコ

プターを――。ヘリコプターも、撃墜されるよう

になったので、今度はジェット機で空爆する。 

例えばこの記者クラブに、だれか警察に追われ

ている人が数名いるとすると、このビル全体が爆

撃にさらされるような、そういう事態が日常化し

ているということは、あまり知られていないんじ

ゃないかと思います。 

そういう状態の中で、油がどこから来ているの

かというのはみえませんけれども、少なくともそ

ういった攻撃の一部が、日本からの油の供給によ

っているということになれば、我々としてはおも

しろくないわけであります。その心情的なものを

いっているわけで、それが決してみえるわけでは

ありません。 

しかも、この洋上で麻薬船と称して、堂々と物

資を運ぶような船はあり得ないわけです。そうい

うのは貨物に紛れて運ばれるわけですね。しかも、

現地で、私がみる限りは、アルカイダというのは

国際テロ組織で、かつての国際共産主義運動のよ
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うに国際的な広がりを持っておりますけれども、

少なくともアフガニスタンにいる、主な武装勢力

というのは、アフガン国粋主義といったほうがい

い。あのタリバン運動が、アフガニスタンを越え

て世界に広がるというのはまず考えにくい。実は

アメリカ社会、ヨーロッパ社会の病的な部分がテ

ロリストを生み出しているのははっきりしており

ます。テロ実行犯の経歴をみますと、ほとんどが

先進国で教育を受けたエリートたちであります。

筋違いもはなはだしいというのが実感であります。 

さらにつけ加えていいますならば、これは私が

いったのではなくて、あのアメリカから立てられ

たカルザイ大統領自身の発言ですが、昨年の秋ご

ろまでの戦費が、テロリスト掃討作戦に使われた

お金が 600 億ドルで東京会議で決まったお金が

300億ドルなんです。これだけのお金があったら、

アフガニスタンはもっとましな国になったのでは

ないかということを、ほかならないカルザイ大統

領自身が堂々といった。 

しかも、水面下では動きがあって、旧タリバン

政権の閣僚であるザイーフ大使、それからモトア

キル外相などがいまカーブルにいるんですね。そ

こで、交渉しているという状態なんです。カーブ

ルは現在、500 万人に人口が膨れ上がっておりま

す。大半が農村からたたき出された、食うや食わ

ずの飢餓避難民たちです。火をつければ容易に爆

発する状態であります。首都カーブル自体がもう

面のレベルで包囲されている、ということもあり

ます。これも日本にはよく伝わってないんじゃな

いかと思います。 

この期に及んで、小田原評定に近い――まあこ

ういう言い方は失礼かもしれませんけれども――

議論が日本で進行しているということに対して、

私はあんまりかかわり合いたくない。これが本音

です。早く帰って、用水路の１キロでも延ばした

ほうが、これはよっぽど意義があると私は思って

おります。まあ、いらんことをいいましたけれど

も、それが実感です。 

牧野信彦（朝日出身） アフガンでは、情報は

どういう形で伝播されるのか。あるいは彼らの間

で交わされるんでしょうか。先ほど広島、長崎の

ことなどもよく知っているという話もありました

が。 

中村 どうやって国際情勢が彼らの間に知れ

渡るかというと、一つは、もちろんうわさという

のはあります。けれども、彼らが最も信頼するメ

ディアはＢＢＣです。案外知られてないですけれ

ども、これは昔からそうなんですね。ラジオが主

に国際的な情勢を知る手段でありまして、一仕事

終わって、一息つくころ、ＢＢＣニュースを聞く

というのが彼らの楽しみになっている。案外我々

より知っているんですね。 

ＡＢＣだとかほかの放送には目もくれずに、Ｂ

ＢＣ放送を聞きます。だから、案外、国際情勢に

は詳しい。ＢＢＣというのは、私もよく知りませ

んけれども、各国語に翻訳して、かなり正確な情

報を流すんですね。 

私がひとつ感心したのは、空爆の直後、ＢＢＣ

がイギリスにとって不利な情報を流したんです。

それでイギリス政府がＢＢＣに圧力をかけようと

したとき、ＢＢＣは「とんでもない。そんなこと

をしては我々の放送、報道者としての誇りを失う」

ということで、それを突っぱねたことがあった。

それでさらにアフガンの人々の信頼を得まして、

どんな山の奥に行っても、ＢＢＣ放送を聞いて実

態を知るということがあるんです。 

広島、長崎に関する情報につきましても、これ

は世代から世代へ。親から聞いてそう思う、とい

うこともあります。時間がないのでいいませんで

したが、日露戦争というのも有名なんですね。100

年前、極東のとるにたらぬ小国が、アジアの国々

が欧米列強の植民地の支配下であえいでおった時

期に、ロシアに勝ったという、そのうわさが代々
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伝えられているのです。日本は、どんなに相手が

大きくてもぺこぺこしない、不撓不屈の日本とい

う美しい誤解が生じて根をおろしている。しかも

戦後の灰じんの中から復興して、どんなに羽ぶり

がよくても戦争に訴えない。相手がどんなに強く

てもぺこぺこしない。こう思ってくれているので

す。私たちにいま求められている理想像を、彼ら

は親から子へ語り伝えてくれているのです。そう

私は理解しております。 

話がそれましたけれども、そうやって、普通は

ラジオを通して、ＢＢＣニュースを通して知って

いるんです。日本人の我々もびっくりするぐらい

よく知っているんですね。非核三原則なんていう

のも有名なんですよ。日本人の若者でさえよく知

らないのに。日本は武器はつくる能力はあるけれ

ども、決してこれを外国に売ったり、出したりし

ないんだというのは、案外知られているんです。 

そういう意味で、対日感情というのは、非常に

いいものがまだ残っております。これはやっぱり

私たちのご先祖様の遺産であって、大事にしなく

てはいけないと、現地にいてつくづく思うんです

ね。 

百瀬和元（朝日出身） タリバンとアルカイダ

というか、テロリストグループがごっちゃになっ

て論じられるようになってしまったんですけれど

も、アルカイダという外国人勢力は、いまもなお

アフガニスタン、それから最近ではパキスタンに

相当な規模いるというふうに伝えられているんで

すが、どんなふうにご覧になっているでしょうか。 

パキスタンの国境地帯では、パキスタンの地元

の人たちと、それから外国人勢力との対立なんか

も、先ほどおっしゃったＢＢＣなどがしきりに伝

えたりしておりますけれども、アフガン国内に、

外国人がどの程度入り込んでいるような感じを持

たれていますか。 

中村 これも、いいポイントです。先ほどいい

ましたようにタリバンとアルカイダは本質的に違

う。一方は国際共産主義運動に類似した、あるい

はアメリカの提唱するグローバルスタンダード、

世界中を画一化しようとする運動に近いわけであ

ります。これはグローバリズムの陰の部分として

考えてさしつかえないと思います。けれども、タ

リバンに至りましては、彼らの世界の中心はアフ

ガニスタンで、世界中がパシュトー語をしゃべり、

アフガン服を着ていると思っているような人たち

です。とても国境を越えて、彼らの思想を拡大す

るということはあり得ないわけであります。これ

は国粋主義運動に限りなく近いということで、本

質的に違うわけです。 

おそらく、タリバン結成のときにかかわったサ

ウジアラビア、ＣＩＡ、それからパキスタンの諜

報とは、武器支援なんかである程度の接点はあっ

ただろうけれども、本質的に違うというのが一般

的なアフガン人たちの理解であります。 

主にパキスタン国境地帯に潜んでおるのは、チ

ェチェン、それからタジキスタン、ウズベキスタ

ンの、いわば国際的な、まあ何をもってテロリズ

ムというかは別として、武装勢力であります。こ

れは現地では一般的にいって、アフガン人にとっ

ても迷惑なものと受け取られております。 

特にアフガニスタン、パキスタンにおきまして

は、ともに対アラブ感情は極めて悪いのです。 

それを考えますと、どうもアルカイダという人

たちが、お金を持ってきたり武器を持ってきたり

するんで、アルカイダという団体がもてていると

いうよりは、彼らのお金がもてているという節が

あるわけです。あまりアフガン人一般が親密な感

情を抱いているとは思えません。 

ただタリバンについては、先ほどいいましたよ

うに非常にアフガン国粋主義的な要素を含んでお

ります。その割合はともかく、反タリバンも含め

まして、タリバン的な要素は切っても切っても消
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えないということです。そのあたりが分かりにく

い点の一つではないかと思います。 

分かりやすくいえば、和服を着たり、げたを履

いたり、みそ汁を飲んだりというふうなことをし

ている人を、皆、テロリストと呼ぶのかというと、

決してそうではないでしょう。その辺の理解、分

析不足が一つの悲劇を生み出しているんじゃない

かという気がしてならないわけであります。 

私が知っているのはその程度で、アルカイダと

称する人に対する人々の評判というのは極めて悪

い。迷惑なお客様という感じなんでしょうかね。

それが普通だと思います。 

青木隆直（北海道新聞） 日本ではテロ特措法

の話、いわゆる新法ですね、その問題と、一方で

は民生支援というようなこともいわれているんで

すけれども、お話は、アフガンの農民の立場に立

った、その視点での支援を考えてほしいというこ

とだったと思います。いま、そういった中で、日

本政府が具体的にできることというのは、どうい

うふうなこととお考えでしょうか。 

中村 アフガニスタンにとって、いま最大の危

機は、地球温暖化による砂漠化です。これは十数

年を待たずして、国土の半分が消えてしまうとい

うことでありますから、それに対する恐怖は並々

ならぬものがあります。 

それで、私たちが最もできる有効な協力という

のは、言葉はいろいろありますけれども、平和な

農村の復興、食料自給率の増加、これがアフガニ

スタンで最も緊急、かつ最も重要なことではない

かというふうに思われます。そして、それは可能

だということです。 

現に私たちの水路の上のほうでも、現在、イラ

ンが大きな計画を立てまして、全長約60キロの用

水路、運河の計画を立てている。計画段階ですけ

れども、それは何もＩＳＡＦだとか、そういうの

を通さずにイラン一国でやっている。 

日本政府自身も武装解除のプロセス、評価は別

といたしまして、ともかくそれをやれたという実

績があるわけです。小規模でも、何かできるもの

はあるということですね。 

ただし、首都がすでに反政府勢力に面の実効支

配で包囲されているという状態なのです。ですか

ら、私たちの用水路の周りでも、何か事があるな

ら、我々はためらわずに反政府勢力の保護下に入

ります。そうしたほうが安全なんですね。 

そういった状況になっているというところで、

例えばどこに水路を通して、どういうふうなルー

トで、どういうふうな形で、どういった地域でと

いうのは、それなりの調査が要るわけです。決し

てそれは慌てることはない。まず表明するだけで

いい。我々は、アフガン国民の生存に全力を尽く

すんだという意思表明をして、まず調査する段階

ではないかと思います。 

日本人は気が短いんですよ。これをやらないの

ならほかに何をやるんだということになりがちで

す。そういう議論ではなくて、まず何をするかよ

りも、何をしてはいけないかを考えるべきです。

これは国を荒らしてはいけない、人を殺してはい

けない、ということでありまして、「我々は戦争プ

ロセスに一切関与しない」ということを表明する

だけでも相当なインパクトがある。それをなぜか

だれもいわない。 

ＮＡＴＯ諸国にいたしましても、ドイツ、フラ

ンス、イタリアなどのいわゆる旧欧米列強を除き

ますと、嫌々軍隊を出しているというのが実態で

あります。軍隊を出さないと外交上立場がまずい

とか、ＥＵの中で発言力が落ちるだとかいう思惑

の中で動いておるわけであります。ほとんどの国

ではもう、帰れるものなら早く帰りたいと思い始

めた。 

日本が、うちはそういう戦争プロセスに関与し
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ないんだということは、表向きは非難を浴びまし

ても、多くの国の人々に対して、良心的な人々に、

相当なインパクトを与える。まず何をしたらいけ

ないか。戦争プロセスに一切かかわらない、再建

だけにかかわる、という意思表示をするだけでい

いと思います。 

その後、具体的な調査を入れる。教育も重要で

すけれども、願わくばかんがい事業。何とか砂漠

化した地域に緑を取り戻し食料自給率を増加させ

たい。これを図らないと、アフガニスタンの復興

というのは永久にならないと思いますけれども、

ともかくは、その調査に時間をかけて行い、実行

する。これがいま、とり得る最大のことではない

かと思います。 

慌ててクソをつかむ必要はない。もう首都が包

囲されているという、面の実効支配が実現してい

るという中で、これをやめたらじゃ何をするんだ

という議論を聞いていると、日本人はあまりにも

せっかちだなという気がしてならないわけであり

ます。 

質問 中村さんの偉大なお仕事は、みな寄附で

賄われていますね。信念として、日本政府のお金

を入れることを一切拒否されているのか。もう一

つ、日本政府に対してアフガンの問題でいろいろ

提言をされていると思うんですけれども、どうい

う反応なのか。 

中村 いや、よく分かりませんが、いろいろ評

価が分かれています。極端な人々は、あれはタリ

バンのスポークスマンだという。積極的に私たち

を支援すべきだという方々もおられますが。 

私たち自身は、そういった政治性を一切入れな

いというのが原則です。結果的にある政治的な動

きに有利な発言になることはあっても、あらゆる

政治的な動きとは無関係に動く。中立性を保つ、

ということが一つのスタンスです。 

私自身は、政府からお金をもらっても構わない

と思います。ただし、自由に使わせていただきた

いということがあるんですね。ところが、そうも

いかないというのが政府の立場なんですね。悪い

ことをする人もたくさんおりますから、予算枠を

決め、そして予算をとるには専従を何人も置いて、

書類をたくさん書いて、書類を提出して、という

ことになります。ですが、これは私たちの組織の

事務能力を越える。これが一つ。 

かつては郵便ボランティア基金というものがあ

りまして、これは厳密にはＯＤＡではありません

けれども、約４分の１を公的資金に仰いでいたこ

とがありました。だから、政府がどうのこうのだ

と、私たちはこだわりません。乞食がお金をくれ

ようとも、大金持ちがお金をくれようとも、とも

かく無節操に、だれからでもお金をもらうという

のが私たちの方針の一つであります。これは日本

政府がくれてもいい。ただし、もらうことの不利

な点が多いということで、ちょっともらうまいと

いうことであります。 

どうしても政府からお金をいただきますと、も

ちろんいい仕事もたくさんありますけれども、む

つかしいことにも直面するのです。私たちの場合

は、募金というか、基金を出してくれる人たちの

意図を反映するものでないといけないわけですね。

具体的にいわないと分からないのですが、こうい

う仕事というのは、現地に行って、さあこれを始

めようとしたら、どうもこれは違うということも

多いのです。それで現場でやっぱりこうしたほう

がいいんだと決心したときに、政府のお金だと小

回りがきかないということがあるんですね。医療

資金として例えば１億円をもらった。ところが、

どうも医療どころじゃないぞ、抗生物質を 5,000

万円買うよりも、井戸を200本ばかし掘ろう、と

いうこともあるんです。私たちの仕事では。 

あることを決めますと、それをその目的のため

に消化しないと、次の予算がおりない。先ほどＮ
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ＧＯがあまりよくない結果を生んでいるというこ

とをいいましたけれども、決してＮＧＯの人が悪

いわけではないんですね。次の年の予算をもらう

ためには、そのお金を出してくれる人が喜ぶよう

なリポートを出さないと次の年のお金がつかない、

ということが悪循環となっておるわけであります。

もちろん、政府が「おたくを信用するんで、ここ

に100億円あるから好きに使ってくれ」というな

ら、私は１円の不正もせずに使ってみせます。 

しかし、それだけの太っ腹の政権が出てくるよ

うな気はしませんし、とりあえずは、日本の良心

に頼ってやっていくのが、結局、いまのところは

一番いい方法なんです。大きな資金を国連や政府

に仰いでいたら、いまのような仕事はできなかっ

たのではないか、と思うわけであります。決して、

政府や国連を、私たちは敵視しているということ

ではありません。その辺はひとつご理解をお願い

します。 

（文責・編集部） 
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